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地域を繋ぐ足

ユネスコ無形文化遺産
国重要無形民俗文化財



利
雪
・
克
雪

ド
カ
雪
へ
の
国
の
支
援
要
望
実
施

　

今
冬
、日
本
列
島
は
度
重
な
る
寒
波
の

襲
来
で
、記
録
的
な
豪
雪
に
見
舞
わ
れ
、日

本
海
側
を
中
心
に
平
年
の
降
雪
、積
雪
を

大
幅
に
上
回
る
地
点
が
数
多
く
発
生
し
て

お
り
ま
す
。お
隣
の
大
蔵
村
肘
折
で
は
つ
い

に
積
雪
記
録
更
新
で
、キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
宿

泊
無
料
が
実
現
し
ま
し
た
。大
雪
を
逆
手
に

取
っ
た
宣
伝
で
、新
庄
観
光
協
会
に
は
肘
折

温
泉
行
バ
ス
停
を
訪
ね
て
く
る
方
が
多
く
、

予
想
が
出
た
次
の
日
な
ど
は
、先
発
が
定
員

オ
ー
バ
ー
で
次
発
の
バ
ス
待
ち
も
あ
っ
た
そ

う
で
す
。

　

ま
た
、新
庄
雪
ま
つ
り
が
今
年
か
ら
会
場

を
変
え
て
、駅
東
口
の
か
む
て
ん
公
園
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。「
雪
国
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
」

コ
ー
ナ
ー
の
相
乗
効
果
で
、多
く
の
人
出
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。ま
つ
り
前
日
に
は
、タ
イ

か
ら
１
８
０
人
を
超
え
る
旅
行
客
が
訪
れ
、

雪
ま
つ
り
会
場
の
雪
像
を
バ
ッ
ク
に
、バ
ナ
ナ

ボ
ー
ト
な
ど
を
楽
し
み
、来
年
の
予
約
も
し

て
い
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
利
雪
の
一
方
で
、連
日
の
降
雪

は
、市
民
の
体
力
を
奪
っ
て
い
く
現
実
も
あ

り
ま
す
。１
月
30
日
、国
土
交
通
省
国
土
政

策
局
担
当
の
全
国
豪
雪
対
策
特
別
委
員
会

が
開
か
れ
、私
は
委
員
と
し
て
、本
市
に
お
け

る
流
雪
溝
の
役
割
は
除
雪
機
能
の
ほ
か
に

地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
の
形
成
の
場
も
担
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、支
援
充
実
を
お
願
い
し
て

き
ま
し
た
。更
に
２
月
14
日
の
早
朝
に
は
市

内
で
１
９
０
セ
ン
チ
を
超
え
る
大
雪
と
な
り

ま
し
た
。全
国
雪
対
策
連
絡
協
議
会（
新
庄

市
監
事
）で
は
、２
月
16
日
に
急
き
ょ
国
に
対

し
て
市
町
村
へ
の
除
排
雪
関
連
経
費
に
関

す
る
臨
時
的
特
例
措
置
と
特
別
交
付
税
に

つ
い
て
の
特
段
の
配
慮
を
お
願
い
す
る
要
望

会
を
行
い
ま
し
た
。
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表紙の写真
　撮影に協力してくれた後藤さんと市内の高校生。後
藤さんは、バスへの乗車を通じた若い人と触れ合う機
会に、楽しく話せて元気をもらったとのこと。高齢者に
とって、バスは単なる移動手段ではなく、外に出るきっ
かけであり、交流する機会をつくるものなのかもしれま
せん。
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地域を繋ぐ足　路線バスの現状
　社会全体で高齢化が進み、自家用車保有率の多い本市でも、自主的に免許返納をする人が増えてきました。そのような
方々は、自身での運転ができないため、家族や知人の車で送迎してもらうか、公共交通を利用することになります。また、ユ
ネスコ無形文化遺産に登録された新庄まつりの街、有名漫画家の出身地、小説「羽州ぼろ鳶組シリーズ」のモデルとなった
土地として、山形新幹線の発着駅である新庄駅に観光で訪れる人の移動手段としても公共交通が利用されます。
　今後ますます必要性が高まってくるであろう地域公共交通。本号では、地域公共交通のなかでも、市内を移動して目的地
へ向かう路線バスの現状とこれからをお伝えします。
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地
域
公
共
交
通

　
地
域
を
繋
ぐ
足
　
路
線
バス

路
線
バ
ス
の
現
状

　

当
市
に
お
け
る
公
共
交
通
に
は
、不
特
定
多

数
の
人
が
利
用
す
る
鉄
道
・
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー

が
あ
り
、市
内
を
運
行
す
る
路
線
バ
ス
に
つ
い

て
は
、現
時
点
で
6
路
線
、停
留
所
は
１
０
０

か
所
以
上
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。路
線
バ
ス
全

体
の
便
数
は
、平
日
は
一
日
あ
た
り
54
便
が
運

行
し
、土
日
祝
日
は
一
日
あ
た
り
19
便
が
運
行

し
て
い
ま
す
。決
し
て
少
な
く
は
な
い
便
数
に

も
関
わ
ら
ず
、路
線
バ
ス
の
利
用
率
は
高
く
な

い
状
況
で
、1
便
あ
た
り
の
利
用
率
は
お
よ
そ

8
人
で
す
。

　

利
用
率
が
高
く
な
い
理
由
と
し
て
は
、移

動
手
段
に
自
家
用
車
を
利
用
す
る
人
が
多
く

（
図
1
）、運
転
免
許
の
返
納
を
検
討
し
て
い

る
人
は
、返
納
後
は
家
族
や
知
人
の
送
迎
に
頼

る
方
が
多
く（
図
2
）、公
共
交
通
へ
の
認
知
度

が
低
い
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

自
家
用
車
の
利
用
は
家
の
入
口
か
ら
、目
的

地
の
入
口
ま
で
移
動
で
き
、時
間
的
制
約
も
あ

ま
り
な
い
た
め
、メ
リ
ッ
ト
は
大
き
い
と
言
え
ま

す
。

　

し
か
し
、自
家
用
車
に
も
維
持
費
が
高
い
な

ど
の
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、公
共
交
通
に
も
自

家
用
車
以
上
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

公
共
交
通
を
利
用
す
る
メ
リ
ッ
ト

　

例
え
ば
、路
線
バ
ス
の
利
用
は
交
通
費
が
高

い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。ガ
ソ
リ
ン
代

だ
け
を
比
較
し
た
場
合
は
そ
の
通
り
な
の
で

す
が
、車
両
代
・
保
険
・
税
金
な
ど
車
に
か
か

る
維
持
費
を
含
め
る
と
、

費
用
は
公
共
交
通

の
方
が
安
く
済

む
こ
と
が
多

い
で
す
。

　

ま
た
、路

線
バ
ス
は
停
留

所
か
ら
目
的
地
ま
で
多
少

歩
く
た
め
、日
常
の
中

で
自
家
用
車
利

　

市
内
の
地
域
公
共
交
通

路
線
バ
ス

●
新
庄
市
営
バ
ス

【
芦
沢
線
】芦
沢
l
新
庄
駅
l
県
立
病
院

（
平
日
運
行
の
み
。往
路
1
便
ず
つ
。）

【
土
内
線
】土
内
l
新
庄
駅
l
県
立
病
院

（
平
日
運
行
の
み
。往
路
2
便
ず
つ
。）

◎
新
庄
市
総
合
政
策
課
企
画
政
策
室

℡
内
線
２
３
６

●
鮭
川
村
営
バ
ス

【
羽
根
沢
温
泉
～
新
庄
線
】羽
根
沢
温
泉

l
あ
た
ご
町
l
新
庄
駅
l
県
立
病
院（
平

日
運
行
の
み
。県
立
病
院
行
が
4
便
、羽

根
沢
温
泉
行
が
6
便
。）

◎
鮭
川
村
住
民
税
務
課
危
機
管
理
室

℡
55-

２
１
１
１

●
大
蔵
村
営
バ
ス

【
肘
折
温
泉
～
新
庄
線
】肘
折
温
泉
l
本

合
海
l
新
庄
駅
l
県
立
病
院（
平
日
は

県
立
病
院
行
が
6
便
、肘
折
温
泉
行
が
7

便
。土
日
祝
日
は
往
路
4
便
ず
つ
。）

◎
大
蔵
村
総
務
課
政
策
推
進
係

℡
75-

２
１
１
１

●
山
交
バ
ス

【
金
山
～
新
庄
線
】金
山
l
泉
田
l
新
庄

駅
l
県
立
病
院（
平
日
は
往
路
11
便
ず

つ
、土
日
祝
日
は
金
山
行
が
5
便
、県
立

病
院
行
が
6
便
。）

【
鳥
越
～
新
庄
線
】農
大
入
口
l
金
沢
l
鳥

越
l
新
庄
駅
l
県
立
病
院（
平
日
運
行
の
み
。

鳥
越
行
が
2
便
、県
立
病
院
行
が
1
便
。）

◎
山
交
バ
ス
新
庄
営
業
所℡

22-

２
０
４
０

※
全
６
路
線
の
路
線
図
は
８
〜
９
頁
へ
。

▲市営バスかむてん号（土内・芦沢線）
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特集 地域を繋ぐ足

用
者
の
お
よ
そ
2
倍
の
運
動
量
が
確
保
で
き
、

生
活
習
慣
病
を
予
防
で
き
る
な
ど
、健
康
面

で
も
良
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ほ
か
に
も
、プ
ロ
ド
ラ
イ
バ
ー
の
運
転
に
よ
る

交
通
事
故
の
リ
ス
ク
減
少
、道
路
上
の
車
両

数
が
減
る
こ
と
に
よ
る
交
通
渋
滞
の
緩
和
、 

Ｃ

Ｃ
Ｏ
２

の
削
減
で
環
境
に
も
優
し
い
こ
と
な
ど
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

交
通
手
段
ご
と
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト

を
踏
ま
え
、さ
ま
ざ
ま
な
交
通
手
段
を
上
手

に
利
用
し
て
、個
々
人
の
移
動
手
段
が
社
会

と
個
人
の
両
方
に
と
っ
て
望
ま
し
い
方
向
へ
変

化
す
る
こ
と
を
促
す
と
い
う
考
え
方（
モ
ビ
リ

テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）が
昨
今
重
要
視
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

大
切
な
の
は
、自
分
に
と
っ
て
何
が
大
事
な

の
か
を
考
え
た
う
え
で
、ほ
か
の
交
通
手
段
と

比
較
・
検
討
し
て
選
択
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

路
線
バ
ス
の
今
後

　

本
市
で
、路
線
バ
ス
を
利
用
し
て
い
る
人
の

多
く
が
、通
院
・
通
学
・
買
い
物
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。（
図
3
）

　

次
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、実
際
に
路
線
バ
ス
を
利

用
し
て
い
る
人
た
ち
が
ど
の
よ
う
な
状
況
で
、

ど
の
よ
う
な
考
え
を
持
っ
て
、路
線
バ
ス
と
い

う
交
通
手
段
を
選
択
し
て
い
る
の
か
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

　

ま
た
、現
在
の
利
用
者
の
声
を
聞
き
、よ
り

多
く
の
人
た
ち
に
と
っ
て
、路
線
バ
ス
が
使
え
る

交
通
手
段
と
し
て
選
択
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、

今
後
ど
の
よ
う
に
発
展
さ
せ
て
い
く
の
か
も
併

せ
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

鉄
道

●
Ｊ
Ｒ
東
日
本　

新
庄
駅

【
山
形
新
幹
線
】新
庄
l
東
京
間

【
奥
羽
本
線
】福
島
l
山
形
l
新
庄
l
秋

田
l
青
森

【
陸
羽
西
線
】新
庄
l
余
目
間

【
陸
羽
東
線
】新
庄
l
古
川
l
小
牛
田
間

高
速
・
都
市
間
バ
ス

●
山
交
バ
ス
株
式
会
社

【
東
京
行
高
速
夜
行
バ
ス
】新
庄
l
山
形 

l
東
京

【
仙
台
行
特
急
バ
ス
】新
庄
l
仙
台

タ
ク
シ
ー

●
新
庄
タ
ク
シ
ー
株
式
会
社

●
最
上
観
光
タ
ク
シ
ー
株
式
会
社

「
運
転
免
許
の
自
主
返
納
」

　

体
力
や
視
力
の
低
下
な
ど
に
よ
り
、運

転
に
不
安
の
あ
る
方
が
自
ら
免
許
証
を
返

納
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

自
主
返
納
時
特
典
①「
身
分
証
明
書
」

　

運
転
経
歴
証
明
書
が
交
付
さ
れ
、身
分

証
明
書
と
し
て
活
用
で
き
ま
す
。

自
主
返
納
時
特
典
②「
交
通
機
関
割
引

等
」

●
乗
合
タ
ク
シ
ー
乗
車
時
の
運
賃
1
割
引

●
山
交
バ
ス
の
1
万
円
定
期
券
の
購
入
券

◎
詳
し
く
は
、山
形
県
警
察
本
部
交
通
企

画
課℡

０
２
３-

６
２
６-

０
１
１
０
ま
で
。

住民アンケート結果報告
　公共交通利用者である高齢者等の移動状況を把握するために、市民1,800人（18歳～64歳の生産年齢層、65歳～
74歳の前期高齢者層、75歳以上の後期高齢者層の各年齢層から無作為に600人ずつ抽出）にアンケート調査を行い
ました。回収票数は945票（回収率52.5%）で、その結果の一部は下記図のとおりとなります。

図2：運転免許返納後に想定している交通手段
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図1：バスを利用しない理由・不便な理由
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図3：路線バスの利用目的
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路線バス利用者の声

現
在
、路
線
バ
ス
を
ど
の
よ
う
に

利
用
し
て
い
ま
す
か
？

　

私
が
直
接
利
用
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

く
、息
子
3
人
の
う
ち
、2
人
が
萩
野
学
園

へ
の
通
学
の
た
め
に
利
用
し
て
い
ま
す
。冬

場
の
帰
り
だ
け
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
使
え
る

の
で
す
が
、そ
れ
以
外
は
山
交
バ
ス
を
利
用

し
て
い
ま
す
。

　

毎
月
定
期
券
を
購
入
し
て
い
て
、一
人
あ

た
り
２
、４
０
０
円
程
度
か
け
て
利
用
し
て

い
る
状
態
で
す
。

路
線
バ
ス
を
子
ど
も
に
利
用
さ

せ
て
み
て
ど
う
で
す
か
？

　

横
根
山
で
生
活
を
す
る
時
点
で
、子
ど

も
た
ち
の
バ
ス
利
用
は
必
須
だ
と
は
思
い
ま

し
た
が
、路
線
バ
ス
そ
の
も
の
に
特
筆
す
る

よ
う
な
感
想
は
な
か
っ
た
で
す
。

　

た
だ
、バ
ス
を
利
用
す
る
の
が
子
ど
も
た

ち
な
の
で
、ほ
か
の
利
用
者
に
迷
惑
を
か
け

て
い
な
い
か
が
心
配
で
す
。

地
域
公
共
交
通
に
今
後
期
待
す

る
こ
と
な
ど
あ
り
ま
す
か
？

　

子
育
て
し
な
が
ら
働
く
人
た

ち
の
需
要
に
応
え
て
も
ら
え
る

と
助
か
り
ま
す
。市
内
の
移
動
が

便
利
に
な
れ
ば
、子
ど
も
の
送
迎
の

労
力
が
減
り
、時
間
的
拘
束
が
緩
和
さ

れ
る
の
で
、あ
り
が
た
い
で
す
。

　

あ
と
は
、新
庄
駅
か
ら
高
校
へ
行
け
る
循

環
バ
ス
な
ど
が
で
き
れ
ば
良
い
で
す
ね
。高

校
生
に
な
る
子
ど
も
が
泉
田
駅
ま
で
移
動

し
て
、あ
と
は
公
共
交
通
で
通
学
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。特
に
冬
場
は
事
故
な
ど
が

心
配
な
の
で
、歩
か
せ
て
通
学
さ
せ
る
の
は

で
き
た
ら
避
け
た
い
で
す
。

　

要
望
と
し
て
は
当
た
り
前
で
す
が
、安
全

で
利
便
性
が
高
く
、料
金
が
安
い
、親
に
も

子
に
も
便
利
な
交
通
手
段
が
で
き
る
と
あ

り
が
た
い
で
す
。

現
在
、路
線
バ
ス
を
ど
の
よ
う
に

利
用
し
て
い
ま
す
か
？

　

自
家
用
車
で
の
移
動
が
で
き
な
い
の
で
、

基
本
的
に
は
通
院
・
買
い
物
の
た
め
に
定
期

的
に
市
営
バ
ス「
か
む
て
ん
号
」を
利
用
し

て
、二
枚
橋
ー
県
立
病
院
を
往
復
し
て
い
ま

す
。路

線
バ
ス
を
利
用
し
て
い
て
ど
う

で
す
か
？

　

バ
ス
以
外
の
移
動
手
段
が
な
い
の
で
、路

線
バ
ス
が
あ
る
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

路
線
バ
ス
が
あ
る
か
ら
、外
に
出
て
街
中
へ

行
き
、人
と
交
流
し
て
元
気
を
も
ら
い
、

活
力
あ
る
日
々
を
送
る
こ
と
が
で
き
て

い
ま
す
。私
た
ち
に
と
っ
て
の
元
気
の

秘
訣
は
、間
接
的
で
す
が
路
線
バ
ス
な
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

地
域
公
共
交
通
に
今
後
期
待
す

る
こ
と
な
ど
あ
り
ま
す
か
？

　

利
用
者
が
少
な
く
て
、路
線
そ
の
も
の
が

な
く
な
る
よ
う
な
こ
と
だ
け
は
避
け
て
ほ
し

い
で
す
。私
た
ち
は
現
状
の
路
線
バ
ス
の
利

用
で
満
足
し
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、限
ら
れ
た
時
間
で
一つ
の
目
的
地

を
往
復
す
る
こ
と
し
か
で
き
な
い
の
で
、自

家
用
車
を
運
転
で
き
な
く
て
も
、色
々
な
場

所
に
行
け
る
交
通
手
段
が
あ
れ
ば
大
変
嬉

し
く
思
い
ま
す
。

　

高
齢
者
が
増
え
れ
ば
、能
力
的
に
自
分
で

運
転
で
き
な
く
な
る
人
も
増
え
、将
来
的

に
公
共
交
通
を
利
用
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
人
が
増
え
て
い
く
と
思
い
ま
す
。ほ
か
に

移
動
手
段
が
な
い
か
ら
、い
つ
ま
で
も
自
分

で
運
転
す
る
し
か
な
い
と
い
っ
て
起
こ
る
高

齢
者
の
痛
ま
し
い
事
故
を
減
ら
す
と
い
う
意

味
で
も
、公
共
交
通
の
さ
ら
な
る
充
実
を
望

ん
で
い
ま
す
。

　

場
所
や
利
用
者
に
よ
っ
て
変
わ
っ
て
く
る

状
況
に
あ
わ
せ
た
、適
切
な
公
共
交
通
を

作
っ
て
、無
理
な
く
し
っ
か
り
と
維
持
し
て

い
っ
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

横根山からバス通学の子どもを持つ

高山　恵さん

通院・買い物にバスを利用する方が多い

「二枚橋寿会」の皆さん
（左から叶内敬二さん、早坂セイ子さん、早坂輝子さん、早坂トシ子さん）
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JR（陸羽東線）

JR（陸羽西線）

鮭川村営バス

まちなか循環バス

市営バス（芦沢線）
大蔵村営バス

山交バス（鳥越線）

南新庄駅

升形駅

市営バス（土内線）

泉田駅

山交バス（金山線）

羽前前波駅

JR（奥羽本線）

特集 地域を繋ぐ足

今後の公共交通の展望

便利で持続可能な公共交通をめざします！
　人口減少・高齢化等の社会変化や地域の現状に対応したまちづくりを進める一方、自家用車が普及している現在において、で
きるだけ利用者を確保し経営を圧迫しないような効率的な公共交通の在り方を常に求める必要があります。そのための公共交通
のマスタープランとして、「新庄市地域公共交通網形成計画」を策定しています。本計画（案）では「暮らし　ひろがる　公共交通」
を将来像に掲げ、公共交通網の整備、情報発信、外出機会の創出を図り、移動手段や行先の選択肢を広げ、本市での生活や滞
在が多様で豊かになることを目指していきます。今後、意見交換の場を設けながら、地域に根差した公共交通を目指します。

※本計画（案）は完成時と異なる場合があります。 ◎詳しくは、総合政策課企画政策室℡内線236まで。

　目指すべき将来の
　　　　ネットワークイメージ

※デマンド…利用者の事前予約によって運行する公
共交通

目指すべき将来像

暮らし　ひろがる　公共交通

基本目標①

利便性の向上
住民ニーズにあった
公共交通体系の構築

基本目標②

誘引性の創出
外出機会を創出する付加価値の提供
および公共交通を利用する意識醸成

基本目標③

持続性の確保
将来にわたり運行できる

公共交通体系の基盤づくり

まちなか循環バスの導入 新規利用者のカクトク モビリティマネジメント

　まちなかの周遊性を高めるために、郊
外から乗り入れがあるバス路線や JRと
の接続性を考慮し乗り継ぎしやすい環
境を築きます。既存路線の再編と併せ
て検討・実施することで、有機的なネット
ワークを形成します。

　無料乗車体験や免許返納検討者を
対象とした一定期間の公共交通割引
制度、公共交通を活用した企画ツアー
等を行うことで、これまで公共交通を利
用したことがない方が利用してみるきっ
かけを生み出します。

　運動不足の解消や、地球温暖化防
止に向けた二酸化炭素削減の必要性、
自家用車所有と比べたときの経済性や
交通事故の危険性などさまざまな観点か
ら、公共交通を利用する際のメリットを提
示し、日々の移動において公共交通を賢
く利用するための意識啓発を行います。

乗り合いタクシーの導入やスクー

ルバスへの混乗を検討する地域

路線改編やデマンド※導入等を検

討する地域

自家用車以外の移動手段が存在

する地域
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19
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7

6

5
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3

2

1

南新庄

458

停留所 上り 下り

新
庄
区
域

❶ 県立病院前 9:23 14:40
❷ 新庄駅前 9:20 14:43
❸ 沖の町 9:19 14:44
❹ 南本町十字路 9:18 ー
❺ 鉄砲町 9:16 14:47
❻ 金沢 9:14 14:49
❼ 松枝 9:12 14:51
❽ 最上学園前 9:11 14:52
❾ 本宮町 9:10 14:53
� 東高前 9:09 14:54
� 野際団地前 9:09 14:54

角
沢
区
域

� 一本杉 9:07 14:56
� 角沢 9:06 14:57
� 角沢公民館前 9:05 14:58
� 志津 9:03 15:00
� 芦沢公民館前 9:01 15:02
� 芦沢 9:00 15:03

市営バス「かむてん号」
◎総合政策課企画政策室℡内線236

山交バス株式会社　一般路線バス　　　　  ◎山交バス株式会社新庄営業所　℡22-2040

（県立病院前・芦沢線）

停留所 上り① 下り① 上り② 下り②

新
庄
区
域

① 県立病院前 8:20 13:00 14:30 15:40
② 新庄駅前 8:17 13:03 14:27 15:43
③ 沖の町 8:16 13:04 14:26 15:44
④ 南本町 8:15 13:05 14:25 15:45
⑤ 北本町 8:14 13:06 14:24 15:46
⑥ 万場町 8:12 13:08 14:22 15:48
⑦ 円満寺入口 8:10 13:10 14:20 15:50
⑧ 円満寺 8:10 13:10 14:20 15:50
⑨ 一本柳 8:08 13:12 14:18 15:52
⑩ 中山入口 8:08 13:12 14:18 15:52
⑪ 中山 8:07 13:13 14:17 15:53
⑫ 公民館前 8:07 13:13 14:17 15:53
⑬ 小泉入口 8:06 13:14 14:16 15:54
⑭ 小泉 8:03 13:17 14:13 15:57
⑮ 六軒屋 8:00 13:20 14:10 16:00

萩
野
区
域

⑯ 黒沢 7:56 13:24 14:06 16:04
⑰ 吉沢 7:55 13:25 14:05 16:05
⑱ 上野 7:54 13:26 14:04 16:06
⑲ 旧萩野小学校前 7:53 13:27 14:03 16:07
⑳ 萩野たばこ屋前 7:53 13:27 14:03 16:07
� 水上 7:52 13:28 14:02 16:08
� 仁田山橋 7:51 13:29 14:01 16:09
� 仁田山 7:50 13:30 14:00 16:10
� 二枚橋 7:46 13:34 13:56 16:14
� 朴沢 7:42 13:38 13:52 16:18
� 黒岩 7:41 13:39 13:51 16:19
� 土内 7:40 13:40 13:50 16:20

※現在、仁田山橋りょう工事のため、う回路を運行しており、遅れる場合があります。

（新庄～金山線）
運行は平日ダイヤと土日祝日ダイヤがある。
市内停留所は【県立病院前・新庄駅前・沖の町・
大正町・福祉センター前・最上公園前・石川町・
南本町・北本町・横町・万場町・鍛冶町・茶屋町・
上茶屋町・太田・北辰小学校前・荒小屋・神室
荘前・高壇・小橋・泉田三番町・泉田四番町・泉
田十字路・往還・往還東・横根山・双葉荘前・昭
和入口・赤坂南・赤坂】の30か所。
料金は180〜550円。

●料金について
（土内線）
■同区域内乗降者	
	 300円
■区域外降車	 500円
（芦沢線）
■同区域内乗降者	

300円
■区域外降車	 400円
※区域外降車とは、地
区をまたいで乗降者し
た場合のことです。
※両路線ともに、小人
（幼児・小学生・中学
生）と障がい者（手帳
所持者とその介護人1
名）は1律100円
※1歳未満無料
●運休について
　土曜日・日曜日・祝祭
日・年末年始（12/29
～1/3）は運休します。

かむてん号のりば
しんじょう市営バス

時刻表案内

　平成30年3月1日現在　市内公共交通路線バスの路線図
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山交バス株式会社　一般路線バス　　　　  ◎山交バス株式会社新庄営業所　℡22-2040

鮭川村営バス　羽根沢温泉～新庄線
◎鮭川村住民税務課危機管理室℡55-2111

大蔵村営バス　肘折温泉～新庄線
◎大蔵村総務課政策推進係℡75-2111

（新庄～鳥越線）
運行は平日のみ。
市内停留所は【農大入口・鳥越南・鳥越中・鳥
越上・鳥越・鳥越八幡前・元宮・上金沢・金沢・
鉄砲町・清水川町・南本町十字路・沖の町・新
庄駅前・県立病院前】の15か所。
料金は180〜400円。

　鮭川村で運営している羽根沢温泉～県立病院を結ぶ鮭川村営バス。市内には7か所のバス
停留所があり、市民も利用可能。運行は平日のみ。

市内停留所
1　県立病院前
2　新庄駅前
3　仲町
4　河原町
5　北高口
6　西山
7　あたご町

料金は中学生以上200円、小学生100円（回数券、定期券、条件別割引等有）

　大蔵村で運営している肘折温泉～県立病院を結ぶ大蔵村営バス。市
内には22か所のバス停留所があり、市民も利用可能。

市内停留所
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2　新庄駅前
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5　清水川町
6　鉄砲町
7　金沢
8　上金沢

9　松枝
�　最上学園前
�　松本
�　仁間
�　福田
�　福田寺前
�　病院前
�　福宮庚申

�　福宮
�　長坂
�　新庄苗圃前
�　小川町
�　本合海局前
�　本合海寺前

料金は100円～600円（定期券や条件別割引等有）

　平成30年3月1日現在　市内公共交通路線バスの路線図

肘折温泉行き発着時刻表（平日）
県立病院発 肘折温泉着
7:15 8:15
8:30 9:30
10:10 11:10
11:20 12:20
13:40 14:40
15:40 16:40
18:00 19:00

肘折温泉行き発着時刻表（土日祝日）
県立病院発 肘折温泉着
11:10 12:10
13:40 14:40
15:40 16:40
18:00 19:00

羽根沢温泉行き発着時刻表
県立病院前発 羽根沢温泉着

8:00 8:37
10:00 10:37
13:30 14:07
15:10 15:47
16:30 17:06
18:00 18:36

県立病院前行き発着時刻表
羽根沢温泉発 県立病院前着

6:55 7:37
9:00 9:36
12:30 13:06
14:20 14:56

県立病院行き発着時刻表（平日）
肘折温泉発 県立病院前着
6:40 7:37
8:35 9:32
10:00 10:57
12:00 12:57
14:00 14:57
15:25 16:22

県立病院行き発着時刻表（土日祝日）
肘折温泉発 県立病院前着
8:00 8:57
10:00 10:57
14:00 14:57
16:00 16:57
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10-11
第47回新庄雪まつり

 最上中央公園（かむてん公園）　

新庄青年会議所メンバーなどで構成された実行委員会が主催する第47回新庄雪まつりが、駅東口かむてん公園に会場を移して開催され
ました。多くの来場者が、雪像や滑り台、食のブースなどで楽しい時間を過ごしていました。

まちのHOTな情報やイベントを
紹介するページです

MACHIKADO TOPICS

2/

9
タイから180人が来新

 かむてん公園

かまくらやスノーモービルなどの雪国体験
や新庄の食を満喫しました。

2/

9
新庄雪まつり前夜祭

 ゆめりあ周辺

恒例の雪まつり前夜祭が行われ、子どもた
ちの元気な姿が見られました。

2/

4
雪の里まつり

 雪の里情報館

開館20周年の今年、多くの子どもたちと
利用者が各種イベントを楽しみました。

2/

24
親御さんのための婚活応援セミナー

 市民プラザ

親世代と今の結婚観の違いや未婚者の本音
などについて、参加者は真剣に学びました。

2/17〜

4/8
第３５回ひなまつり展

 ふるさと歴史センター

国内最大級の享保雛から現代雛まで約
700体のひな人形が展示されています。

2/

17
第１２回こども語りまつり

 ふるさと歴史センター

21人の子どもたちによる昔語り（民話）に、
来場者は聞き入っていました。

あじさい表彰

1位1位

■文　化■
【合唱】新庄小学校合唱部、沼田小学校合唱部
【吹奏楽】新庄中学校吹奏楽部
【作詞】伊藤結花（沼田小5年）
【ピアノ】京野慶雅（沼田小4年）
【発明】中川和（日新小5年）
【読書感想文】伊藤諭（日新小4年）
【緑の少年団】北辰小みどりの少年団
【作文】佐竹友羽（日新中3年）、青木実央（萩野学園9年）
【アナウンス】伊藤拓翔（日新中３年）
【こども展】髙橋白雲（萩野学園7年）
【コンクリートカヌー】新庄神室産業高校環境デザイン科3年
【水準測量】新庄神室産業高校環境デザイン科3年
【ロボットコンテスト】新庄神室産業高校機械電気科3年
【和牛審査競技会】堀拓哉（新庄神室産業高3年）
【家畜競技会】新庄神室産業高校生物生産科3年

シニア
男子の部

女子
4×100ｍR

第4回 全日本
ターゲット・バードゴルフ

全国大会in松島

第11回
Ｕ18 日本陸上

選手権大会

■スポーツ■
【陸上】渡邊光（新庄市役所）、武田萌伽（新庄東高3年）
【バドミントン】小野秀彰（東北福祉大）、柿﨑俊樹（山本学園高3
年）、山科陽翔（明倫中2年）、今田竜大（日新小6年）、黒坂未来（沼
田小5年）、髙橋花菜（沼田小5年）、長沼惟希（沼田小5年）、中島希
大（沼田小5年）
【ソフトテニス】高橋嵯和（酒田南高3年）、三浦朱璃（羽黒高1年）
【ソフトボール】森雅（鶴岡東高1年）
【相撲】斉藤大夢（新庄神室産業高1年）、新庄中学校相撲部（団
体）
【自転車】佐々木徹（山形航空電子株式会社）、武田陽（新庄神室産
業高3年）、由利左近（新庄神室産業高3年）
【ボクシング】菅慎吾（新庄神室産業高3年）、髙橋駿介（新庄神室
産業高3年）、内構拳斗（新庄神室産業高3年）、小林海斗（新庄神
室産業高3年）、沼澤龍之介（新庄東高2年）、新庄神室産業高ボク
シング部（団体）
【バスケットボール】矢口翔（羽黒高3年）、佐藤裕斗（羽黒高2年）、
田中美帆（山形中央高2年）、須藤陸（能代工業高1年）、髙橋佳歩

（山形中央高1年）
【空手道】齋藤蓮（山梨学院大３年）、叶内史也（東北福祉大２年）、
齋藤沙希（天童高３年）、阿部莉々子（天童高２年）、石田竜聖（東海
大山形高２年）、石田聖哉（東海大山形高１年）、林陽友（天真学園
高1年）、中村琉惟（天真学園高1年）、髙橋俊輔（明倫中２年）、川又
愛莉（日新中１年）、森峻己（日新中１年）、小嶋咲良（萩野学園７年）、
町田理桜（日新小６年）、伊藤栞（沼田小５年）、町田結（日新小４年）、
丹輝瑠（日新小４年）、後藤咲南（萩野学園1年）、日新中学校空手道
部（男子・女子団体）
【卓球】柿崎豊（ＪＵＪＵマルシェ）、伊藤みちる（萩野学園８年）
【柔道】阿部拓馬（新庄東高３年）、山科快斗（新庄東高３年）、渡部
桂衣（新庄東高３年）、青柳ほのか（新庄東高３年）、二坂明日香（新
庄東高２年）、大山佳奈（新庄東高１年）、新庄東高男子柔道部（団
体）
【弓道】大山喜久（新庄北高２年）、星川陸（新庄南高２年）
【サッカー】小嶋克哉（山形中央高２年）、秋葉未夢（酒田南高１年）
【野球】新庄ビクトリーパワーズ（団体）
【レクリエーション】新庄市身体障害者福祉協会

松本　宣行
（全日本ターゲット・バードゴルフ協会 副会長）

阪　　希望
（山形中央高１年）

あじさい奨励

まちのHOTな情報やイベントを
紹介するページです
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Q：高校生ボランティアサークル「しずく」に入ったきかっ
けは？
Ⓐ：友だちから話を聞いて楽しそうだったし、住んでいる地域についてもっ
と知りたいと思ったからです。

Q：ボランティアをして良かったことは？
Ⓐ：今まで知らなかった新庄について知れたことや、さまざまな世代の方と関わることで多様な考え方を知るこ
とができたことです。活動を通じて、話すことへの苦手意識が改善されて
本当に良かった！なにより、自分も新庄市の一員になれた気分でした。

Q：中学生・高校生へメッセージをお願いします。
Ⓐ：いろんな人と関わりたい、視野を広げたい人にはぜひ参加

してほしいです。

Q：高校生ボランティアサークル「しずく」に入った
きかっけは？
Ⓐ：知り合いに誘われて入りました。高校卒業後も、ボランティアを続けたい
と思いボランティアサークル「oldrop」を立ち上げました。

Q：ボランティアをして良かったことは？
Ⓐ：人脈が広がり、ボランティアでつながった知り合いが増えたこと。また、コミュニケーションのとり方や自ら
率先して物事に取り組む姿勢を学んだことは、社会に出てから活かされていると思います。

Q：中学生・高校生へメッセージをお願いします。
Ⓐ：「人と話すことが苦手」、「ボランティアって何をするの？」など不安に思う人もいると思

いますが、思い切って一歩踏み出し、自ら楽しんで取り組むことが大
事だと思います。

　市ではイベントの運営ボランティアや地域づくりに関わる活動など青少年によるさまざまなボランティア活動が行われて
います。中学生・高校生の皆さん、学校の枠を超えた仲間たちとボランティア活動してみませんか？実際にボランティアに取
り組んでいる高校生・若者の声を紹介します！

　３～４月にかけて中学校・高校にボランティア募集のお知らせが配布されます。まずは自分が楽しめる活
動から取り組んでみませんか？市では中学生・高校生・青年のボランティアを随時募集しています。

◎詳しくは、社会教育課へ　℡内線461

ヤングボランティア交流会（2月3日
開催）に参加した新庄市青少年ボラン
ティアの中学生、高校生ボランティア
サークル「しずく」・青年ボランティア
サークル「oldrop」のメンバー。

市では
青少年ボラン

ティアを

募集しています

ボランティア活動してみませんか？

ボランティア活動に取り組んでみませんか？
取り組んで
みませんか？

社会人１年目
富樫　亜眞さん

新庄南高等学校３年

早坂　詩音さん

感情を豊かに表現する楽しさを体験し、芸術・文化に親しむ子どもを育てよう
と開校した新庄市子ども芸術学校。来年度の募集についてお知らせします。

新庄市
子ども芸術学校

平成30年度生募集中！
演劇部門　キッズシアター S

表現活動部門　ちゃれんこ

音楽部門　新庄吹奏楽団ジュニア部

造形部門　パレット

▪対象：小学4年生〜中学生（15人程度）
▪活動日：月2回程度、土曜または日曜の午後
▪内容：演劇の作り方を学び、大勢での舞台づくりに挑戦
　します。

■対象：小学1年生〜中学生（20人程度）
■活動日：月2回程度、日曜の午後
■内容：ダンスやリズム遊びをして友達をつくり、発表会
をします。

▪対象：小学3年生〜中学生（30人程度）
▪活動日：月2回程度、土曜または日曜
▪内容：吹奏楽の楽しさを学び、年に数回演奏会に参加し
　ます。

■対象：小学1年生〜6年生（10人程度）
■活動日：月1回、原則第1土曜の14時〜16時
■内容：「つくる楽しさを見つけよう！」をテーマに、自由で豊か
な創造力を高め、さまざまな物を描いたり作ったりします。

※パネルや大型
材料などは準備します
が、鉛筆・絵具などは各
自で持参してください。

キッズシアター S　演劇部門  

造形部門 パレット

新庄吹奏楽団
ジュニア部 音楽部門

表現活動部門  ちゃれんこ

■活動場所：市民文化会館・市民プラザ・わくわく新庄・雪の里情報館など
■受講料：年額4,000円〜5,000円、月額1,000円（部門によって異な
り、材料代の実費負担のある場合があります。）
■申込受付：３月12日㈪より社会教育課まで。
※5月12日㈯に市民プラザにて各部門の活動紹介を行います。

◎詳しくは、社会教育課へ。☎内線462

みんなで一緒に活動しよう！
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　します。

■対象：小学1年生〜中学生（20人程度）
■活動日：月2回程度、日曜の午後
■内容：ダンスやリズム遊びをして友達をつくり、発表会
をします。

▪対象：小学3年生〜中学生（30人程度）
▪活動日：月2回程度、土曜または日曜
▪内容：吹奏楽の楽しさを学び、年に数回演奏会に参加し
　ます。

■対象：小学1年生〜6年生（10人程度）
■活動日：月1回、原則第1土曜の14時〜16時
■内容：「つくる楽しさを見つけよう！」をテーマに、自由で豊か
な創造力を高め、さまざまな物を描いたり作ったりします。

※パネルや大型
材料などは準備します
が、鉛筆・絵具などは各
自で持参してください。

キッズシアター S　演劇部門  

造形部門 パレット

新庄吹奏楽団
ジュニア部 音楽部門

表現活動部門  ちゃれんこ

■活動場所：市民文化会館・市民プラザ・わくわく新庄・雪の里情報館など
■受講料：年額4,000円〜5,000円、月額1,000円（部門によって異な
り、材料代の実費負担のある場合があります。）
■申込受付：３月12日㈪より社会教育課まで。
※5月12日㈯に市民プラザにて各部門の活動紹介を行います。

◎詳しくは、社会教育課へ。☎内線462

みんなで一緒に活動しよう！
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最
上
地
域
の
医
療
や
そ
の
課
題
を

ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
ま
す
か
？

　

最
上
地
域
の
人
口
は
約
7
万
5
千
人
ほ
ど

で
す
が
、少
子
高
齢
化
と
と
も
に
人
口
は
減

少
し
つ
つ
あ
る
と
い
う
状
況
に
あ
り
ま
す
。

医
療
は
、電
気
、ガ
ス
、水
道
な
ど
と
同
じ
で
、

地
域
の
皆
さ
ん
が
生
活
を
営
ん
で
い
く
う
え

で
の
基
礎
的
な
イ
ン
フ
ラ
で
す
。こ
う
い
っ

た
状
況
の
中
で
も
と
に
か
く
医
療
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
続
け
る
と
い
う
こ
と
が
、地
域
を

守
っ
て
い
く
、ま
た
盛
り
立
て
て
い
く
た
め

に
も
絶
対
に
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
病

院
、
診
療
所
と
い
っ
た
医
療
機
関
は
数
に
限

り
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
が
バ
ラ
バ
ラ
に

医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
の
で
は
、

い
ず
れ
立
ち
行
か
な
く
な
り
ま
す
。
重
い
病

気
の
可
能
性
が
あ
る
患
者
さ
ん
を
診
療
所
か

ら
病
院
に
紹
介
し
、
専
門
的
な
検
査
や
手
術

な
ど
の
医
療
を
受
け
た
ら
、
ま
た
地
域
の
診

療
所
で
診
て
も
ら
う
と
い
っ
た
役
割
分
担
が

大
切
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
医
療
に
限

ら
ず
、
高
齢
の
方
な
ど
で
、
ご
自
宅
で
生
活

し
て
い
く
こ
と
が
難
し
い
場
合
に
は
、
介
護

や
福
祉
の
施
設
な
ど
に
生
活
の
場
を
移
す
と

い
っ
た
こ
と
も
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
役
割
分
担
を
し
な
が
ら
、
一

人
の
患
者
さ
ん
を
医
療
機
関
や
介
護
・
福
祉

の
施
設
が
切
れ
目
な
く
支
え
て
い
く
、
い
わ

ゆ
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て

い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

地
域
医
療
に
お
け
る
課
題
は
、や
は
り
医

師
不
足
で
す
。私
ど
も
新
庄
病
院
で
も
、常

勤
の
医
師
に
加
え
、大
学
な
ど
か
ら
先
生
方

を
派
遣
し
て
い
た
だ
い
て
医
療
を
継
続
で

き
て
い
る
と
い
う
の
が
実
態
で
す
。実
際
、

新
庄
病
院
で
は
医
師
の
定
数
は
50
人
で
す

が
、現
在
の
常
勤
の
医
師
数
は
45
人
に
な
っ

て
い
ま
す
。

新
し
い
病
院
が
で
き
る
こ
と
で
、ど
の

よ
う
な
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
か
？

　

病
院
が
新
し
く
な
る
こ
と
は
、入
院
し
た
り

通
院
す
る
患
者
さ
ん
に
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ

り
ま
す
。敷
地
や
床
面
積
が
広
く
な
る
こ
と

で
、駐
車
台
数
が
増
え
、病
床
も
広
く
な
り
、よ

り
快
適
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。新
病

院
は
国
道
13
号
線
沿
い
に
建
設
す
る
予
定
な

の
で
、交
通
ア
ク
セ
ス
も
格
段
に
良
く
な
る
と

思
い
ま
す
。

　

医
療
機
能
の
面
で
は
、救
急
医
療
、が
ん
医

療
、心
疾
患
・
脳
血
管
疾
患
、小
児
・
周
産
期
医

療
、総
合
診
療
、災
害
医
療
の「
６
つ
の
柱
」を

山形県立新庄病院長

八
は ち の へ
戸　茂

し げ
美
み
　氏

　昭和33年新庄市生まれ。昭和60年に弘前大学
医学部を卒業。平成元年山形大学大学院修了。平

成元年から県立新庄病院に消化器内科医師として

勤務。平成25年に副院長就任。平成27年から第六

代病院長を務める。

	 地域医療の拠点	 施設
	 新・	 山形県立新庄病院	

2023年度
開設予定
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新・県立新庄病院の情報まとめ

※全体的にゆとりができ、通院も入院も快適になり、過ごしやすい
空間になります。

夜間休日診療所の機能の移転
　新庄市夜間休日診療所で平日夜間と休日に
行っている軽症の方の診療を県立新庄病院
内で行い、地域の医師が交代制で診療に当
たることを検討しています。
歯科診療科の設置
　入院患者の口腔ケアなどを充実させるため
に、歯科診療科を設置します。
ヘリポートの設置
　　敷地内にヘリポートを設置し、県立新庄病院
への緊急搬送や、さらに高度な医療機関への
搬送に対応します。

新・県立新庄病院の「6つの柱」

①救急医療
地域救命救急センター（10床）やヘリポート

の整備で、救急医療体制の充実を図ります。
②がん医療
がんの痛みに対応した医療を提供できるよう
緩和ケア病床を整備するなど、最上地域のが
ん診療の拠点病院として対応を強化します。
③心疾患・脳血管疾患

増加が見込まれる心筋梗塞・脳出血・認知
症などへの対応を強化し、精神科病院とも連携
していきます。
④小児・周産期医療

分娩可能な医療機関としての役割を堅持
し、超未熟児に対応できる医療機関との緊密
な連携を図ります。
⑤総合診療

臓器や疾患に限定することなく、幅広い視野
で診察し、専門的な診療科につないでいく医師
を育てます。
⑥災害医療

大災害が発生した場合にも、医療サービスを
継続して提供できるよう、災害訓練の実施・食
料備蓄・非常電源の確保・災害派遣医療チー
ム（DMAT)の編成などに取り組むとともに、建
物の免震化を検討します。

地域医療の拠点	 施設
新・	 山形県立新庄病院
掲
げ
て
、充
実
さ
せ
て
い
く
予
定
で
す
。ま
た
、

地
域
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
整
備
、ヘ
リ
ポ
ー
ト

の
設
置
、地
元
の
声
を
受
け
て
歯
科
診
療
科
の

設
置
や
夜
間
休
日
診
療
所
の
機
能
の
移
設
を

行
い
、医
療
体
制
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

新
し
い
病
院
で
は
、福
祉
や
介
護
と
の
連
携

が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、他

の
医
療
機
関
や
介
護
・
福
祉
施
設
と
の
連
携

を
さ
ら
に
図
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
体
制
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

医
師
不
足
の
課
題
に
対
し
て
も
、施
設
が
新

し
く
な
り
機
能
が
充
実
す
る
こ
と
で
、若
い
医

師
に
と
っ
て
も
魅
力
を
感
じ
て
も
ら
え
る
と
期

待
し
て
い
ま
す
。

　

新
し
い
病
院
に
相
応
し
い
体
制
づ
く
り
を
し

て
、第
一
に
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
良
い
病
院
を
、

そ
し
て
、医
師
や
看
護
師
な
ど
の
ス
タ
ッ
フ
に

と
っ
て
も
魅
力
的
な
病
院
を
目
指
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

県
立
新
庄
病
院
の
今
後
の
方
針
を

教
え
て
く
だ
さ
い

　

私
ど
も
新
庄
病
院
に
は「
新
庄
病
院
憲
章
」

が
あ
り
ま
す
。こ
れ
は
、い
わ
ば
新
庄
病
院
の

憲
法
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
で
、患
者
さ
ん
の

生
命
を
尊
重
し
、最
上
地
域
の
良
質
な
医
療

の
確
保
と
充
実
に
努
め
る
た
め
、「
仁
」「
愛
」

「
和
」の
３
つ
の
理
念
を
定
め
て
い
ま
す
。こ
の

新
庄
病
院
の
理
念
を
新
し
い
病
院
で
も
し
っ
か

り
と
引
き
継
い
で
、地
域
の
皆
さ
ん
に
信
頼
と

安
心
を
与
え
る
医
療
を
提
供
し
、最
上
地
域
唯

一
の
基
幹
病
院
と
し
て
の
使
命
を
果
た
し
て
行

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、最
上
地
域
で
継
続
し
て
し
っ
か
り

と
医
療
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
で
、地

域
を
守
り
・
盛
り
立
て
て
い
く
地
域
の
皆
さ
ん

を
支
え
、最
上
の
創
生
に
貢
献
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

山形県立新庄病院院長が語る

ふるさと
歴史セン

ファミリー
マート

ヨーク
ベニマル

新
庄
駅

13

新・県立新庄病院建設予定地
（旧富士通ゼネラル跡）

市役所

現 新
開設 1952年

（昭和27年）
2023年
（予定）

病床数 388床
（稼働病床数）

325床
※新病院の開設時点
での疾病毎の患者数
の見込みから設定

敷地 約2.4ヘクタール 約5.6ヘクタール
床面積 約25,500㎡ 約27,700㎡
駐車場 約670台 約850台
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今月のお知らせ

特別展示開催中

三
浦
　和
枝
氏

　
新
庄
藩
十
代
藩
主
正ま
さ
よ
し令
の
正
室
・
桃と
う
れ
い齢

院い
ん

は
、薩
摩
藩
主
島
津
重し
げ
ひ
で豪
の
十
二
女（
貢こ
う

姫ひ
め

）で
、姉
茂
姫
は
徳
川
幕
府
十
一
代
将
軍

家
斉
の
御み
だ
い
ど
こ
ろ

台
所
・
広
大
院
で
あ
る
。そ
の

縁
か
ら
、十
三
代
将
軍
家
定
の
御
台
所
候

補
に
新
庄
藩
の
姫
君（
桃
齢
院
の
娘
）も
挙

が
っ
た
が
、そ
れ
を
断
っ
た
こ
と
か
ら
や
が
て

薩
摩
の
篤
姫
が
嫁か

す
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。

　
藩
主
と
し
て
在
位
四
年
で
病
没
し
た
正

令（
享
年
三
十
一
歳
）の
跡
を
、嫡
男
正ま
さ
ざ
ね実

が

十
二
歳
で
継
い
だ
。幼
少
の
正
実
を
九
代
藩

主
正ま
さ
つ
ぐ胤（
正
実
の
祖
父
）が
政
務
補
佐
を
し

た
が
、桃
齢
院
の
支
え
も
小
さ
く
は
な
か
っ

た
で
あ
ろ
う
。そ
し
て
彼
女
は
正
実
と
共

に
、江
戸
幕
府
終
焉
と
な
る
戊
辰
戦
争
を

体
験
す
る
こ
と
に
な
る
。幕
府
側
か
ら
新
政

府
の
官
軍
側
へ
と
寝
返
っ
た
新
庄
藩
は
、庄
内

藩
の
侵
攻
に
よ
り
城
や
城
下
を
焼
か
れ
た
。そ

の
直
前
、正
実
は
官
軍
の
い
る
秋
田
へ
と
落
ち

延
び
、常と
き
わ
ち
ょ
う

盤
町
別
邸
に
い
た
桃
齢
院
た
ち
家

族
も
、着
の
身
着
の
ま
ま
後
を
追
っ
た
。

　
や
が
て
官
軍
側
の
勝
利
に
よ
り
、正
実
・

桃
齢
院
ら
は
新
庄
に
戻
る
が
、常
盤
町
別

邸
に
仮
住
ま
い
し
た
正
実
は
、円
満
寺
に
居

住
す
る
母
桃
齢
院
を
毎
日
の
よ
う
に
訪
れ

た
と
、『
正
実
公
日
記
』に
記
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、明
治
新
政
府
と
な
っ
た
も
の
の
、

新
庄
藩
は
戊
辰
戦
争
時
幕
府
方
で
あ
っ
た

と
誤
解
さ
れ
、戊
辰
戦
争
時
に
奥
羽
鎮ち
ん
ぶ撫

軍ぐ
ん

下
参
謀
と
し
て
新
庄
に
来
て
い
て
、新
政

府
で
要
職
に
あ
っ
た
元
薩
摩
藩
士
・
大
山
格

之
助
の
進
言
に
よ
り
そ
の
誤
解
が
解
け
る
。

そ
の
陰
に
は
、大
山
と
同
郷
の
桃
齢
院
の
働

き
も
少
な
か
ら
ず
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。桃
齢
院
は
明
治
二
十
四
年
、東
京
で
亡

く
な
っ
た
。

 

右　天璋院篤姫と和宮　最後の大奥／鈴木由紀子著
左　郷土資料叢書第二十一輯／新庄市図書館著

ちょっと深い
しんじょうの歴史

ちょっとした話題とその出典を毎月紹介！

今月の新着

図書館でゆったりすごしてみませんか？

ゆったり、のんびり。読書の時間

十
代
藩
主
正
令
公
正
室
・
桃
齢
院

　― 『
西
郷
ど
ん
』ゆ
か
り
の
姫
君

図書館に行こう！

郷土本
月楯弁天様物語 ������������������������������������ 小嶋　智恵
歴史風土記 瀬見温泉物語 ������������������� 板垣　善悦

一般図書
読むパンダ �����������������������������������������日本ペンクラブ
パパ入門ガイド �����������������������ファザーリング・ジャパン
玄鳥さりて ��������������������������������������������������葉室　麟
企画展だけじゃもったいない日本の美術館めぐり　　
　 ����������������������������������������������������������� 浦島　茂世
シャーロック・ホームズの失われた災難 ������������原書房
酒は人の上に人を造らず ����������������������������吉田　類
読鉄全書　TRAIN MEMORIES 50 �������東京書籍
氷上秘話 ��������������������������������������������いとう　やまね
PTAのあいさつ・司会進行・文書の事典　　　                
　 �������������������������������������������������PTAマナー研究会

児童書
めちゃウケ！かんたん面白マジック ������������ 中里　正紀
さよなら、おばけ団地 ����������������������������� 藤重　ヒカル
おめでとうのさくらまんじゅう ��������������������� 西本　鶏介
新聞記者は、せいぎの味方？　 �����������みうら　かれん
逆境を乗り越える５０のヒント　 �������������������植西　聰
パディントンのどろぼう退治　 �������������マイケル・ボンド
ともだちのやくそく ������������������������������中川　ひろたか 
ママが１０にん！？ �����������������������������������������天野　慶

えほんぱーく
■とき 3月7日、28日共に水曜日10時～　 
■ところ 図書館 
■内容 かやのみ会の読み聞かせ

七所明神マップ＆ガイド完成記念
■とき 3月31日（土）まで　 
■ところ 図書館 
■内容 パンフレットの紹介と
 関係図書の展示 
 ※パンフレット配布中。

復興応援！がんばれ！草津！ 
■とき　  3月31日（土）まで 
■ところ  図書館 
■内容　草津温泉のフリーペーパー

や関係資料の展示
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▲ミノムシ外観イメージ図
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新庄市エコロジーガーデン宿泊交流施設

「ゲストハウス・ミノムシ」オープン！

施設利用について

 

プラス

SHINJO PUBLIC RELATIONS INFORMATION

■設備・サービス
◦自炊用キッチン（調理用
具・食器有）、洗面所を
完備しています。

◦シャワールームは24時間
ご利用いただけます。（ボ
ディーソープ、シャンプー
およびドライヤー・ハン
ガーも完備）
◦全室禁煙です。喫煙は野
外の所定の場所をご利
用ください。

■事前予約
ご利用希望日の空状況をお電話にてご確認ください。施設の使用許可書の提出が必要です。詳しくは、下記までお願いします。
　●申込先　新庄市エコロジーガーデン事務室　℡29-2122
　　　　　　商工観光課　℡22-2111　内線249
■利用料金
　（１）施設使用料

　（2）宿泊使用料

　新庄市エコロジーガーデンに滞在型の観光に利用できる宿泊交流施設がオープンしました。
　一般市民や旅行客、フィールドワークを行う学生などが宿泊しながら当施設で行われるマルシェへの参加や、地元の
農産物を使ったカフェでの食事などの各種体験ができるようになりました。友人との交流にもご活用ください。

区　分 午前／9時～12時 午後／13時～17時 全日／9時～17時
宿泊交流施設 610円 820円 1,430円

区　分 大人（高校生以上） 小人（小中学生） 貸　　切
使　用　料 3,000円（1人1泊） 1,500円（1人1泊） 15,000円（1泊）

※未就学児は無料。シーツなどのクリーニング代は実費（210円）。宿泊定員は最大7名です。
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　 イベントや行政案内など
まちの情報を紹介するページです

	 36,300	人	 （36,720人）
　男	 17,290	人	 （17,458人）
　女	 19,010	人	 （19,262人）
世帯数	 13,897	世帯	（13,813世帯）
※（		）は1年前の日本人+外国人の数です。

1月の異動
出生	 18	人	 （18	人）
死亡	 57	人	 （53	人）
転入	 42	人	 （48	人）
転出	 49	人	 （56	人）

SHINJO PUBLIC RELATIONS INFORMATION

市役所窓口の時間外
開設のお知らせ

▪とき 3月29日㈭・30日㈮・4月2日㈪〜
４日㈬	の午後7時まで
3月31日㈯・4月1日㈰	の9時〜正午まで
▪取扱業務（次の業務に限ります）
①市民課 住所の異動手続き（転入・転
出・転居）
②子育て推進課 児童手当の手続き
（児童手当を受給している人が転入・転
出する場合）／子育て支援医療証の交
付手続き（中学校3年生までの児童、未
就学児が転入・転出する場合）
③上下水道課 水道の開栓・閉栓
※上下水道課の業務は上下水道庁舎
で行います。

◆◇◆ご注意ください◆◇◆
●住所異動には、運転免許証など本人
確認資料・印鑑・個人番号通知カード・マ
イナンバーカードをお持ちください。カード
に新しい住所を記載します。
●各種届出を本人と同一世帯以外の人
が行う場合は、委任状が必要になる場
合があります。
●上記の「取扱業務」以外は、後日あら
ためて来庁いただくことになります。事務
取扱時間などを事前に確認してご利用く
ださい。
◎市民課	 ℡内線122
　子育て推進課	 ℡内線544・545
　上下水道課	 ℡23-6111

新庄市空家等対策計画（案）
への意見を募集中

▪対象 次のいずれかに該当する人
市内に住所を有する人、市内に存する
事業所に勤務する人、市内の学校に
在学する人、計画案に利害関係を有す
る人
▪実施期間 3月16日㈮	まで
▪設置場所 市役所、市民プラザ、わくわ
く新庄、萩野地区公民館、八向地区公
民館、市ホームページ
◎都市整備課建築住宅室	℡内線523

平成30年度の国民年金保険料
◎新庄年金事務所	 ℡22-2050
　市民課	 ℡内線133・134

　平成30年度の保険料は月額16,340円
となります。また、前納等による割引は次の
とおりです。2年前納（現金の場合14,420
円割引、口座振替で15,650円割引）、1年
前納（現金の場合3,480円割引、口座振替
で4,110円割引）、6ヶ月前納（現金の場合
800円割引、口座振替で1,110円割引）、口
座振替による早割制度（通常保険料は翌月
末に引き落とされますが、当月末に引き落と
す方法で一月あたり50円割引）。
　今後新たに口座振替を申し込む場合や振
替内容を変更する場合は、手続きの内容や
期日について直接年金事務所にお問い合わ
せください。

後期高齢者医療制度の保険料が変わります
◎健康課国保医療室	 ℡内線517
　税務課課税室	 ℡内線153

　後期高齢者医療制度の保険料率は、医
療費などの推計を基に、2年ごとに見直しを
行っています。
　平成30・31年度の保険料率は、次のとお
りに改定されます。

■保険料率 平成28・29年度 平成30・31年度
所得割率（所得に応じ
て負担する際の率） 8.58% 8.01%

均等割率（加入者全員
が公平に負担する分） 4万1,700円 4万1,100円

賦課限度額（年間
保険料の最高額） 57万円 62万円

　国の制度見直しにより、保険料の軽減特
例が次のとおり変わります。

■保険料軽減特例 平成29年度 平成30年度
均等割保険料の軽減対象の拡充（低所得者の負担軽減）
所得割保険料（加入者本
人の所得額91万円以下） 2割軽減 軽減なし

均等割保険料（職場の
健康保険などの被扶養
者だった方）

7割軽減 5割軽減

　※前年の所得により均等割保険料の軽
減対象に該当する場合があります。

新庄市障がい福祉計画（案）への意見を募集中
◎成人福祉課高齢障害支援室	℡内線548

▪対象 次のいずれかに該当する人
市内に住所を有する人、市内に存する事業
所に勤務する人、市内の学校に在学する人、
計画案に利害関係を有する人
▪実施期間 3月15日㈭〜29日㈭
▪設置場所 市役所、市民プラザ、わくわく新
庄、萩野地区公民館、八向地区公民館、市
ホームページ

障害者の法定雇用率が引き上げになります。
◎ハローワーク新庄	 ℡22-8609

　障害者が普通に地域で暮らし、地域の一
員として共に生活できる「共生生活」実現の
理念の下、すべての事業主には、法定雇用
率以上の割合で障害者を雇用する義務があ
ります（障害者雇用率制度）。
　この法定雇用率が、4月1日から次のように
変わります。

現行 変更後
民間企業 2.0% 2.2%
国、地方公共団体など 2.3% 2.5%
都道府県などの教育委員会 2.2% 2.4%
　なお、4月から3年を経過する日より前に、
更に0.1％引き上げとなり、民間企業の法定
雇用率は2.3％になります。

雪調勉強会
◎雪の里情報館	 ℡22‐7891

▪とき 3月23日㈮	18時〜19時
▪ところ 雪の里情報館
▪内容 「今年度のまとめ」について、研究
家水越啓二さんの講演と意見交換。
▪定員 30名　▪参加費 無料
▪申込締切 3月22日㈭ ※電話にて

第8回「雪調に学ぶ講座」
◎事務局・佐藤	 ℡090-4477-2013

▪とき 3月24日㈯	13時30分〜17時
▪ところ 山屋セミナーハウス
▪内容 講演「私の東北論ー雪害運動をヒン
トに－」　▪講師 結城登美雄氏

▪参加料 1,000円（資料代）

健康保険料率が変わります
◎全国健康保険協会山形支部

℡023-629-7226

　全国健康保険協会（協会けんぽ）山形支
部の健康保険料率を、3月分（4月納付分）よ
り9.99％から10.04％に改定します。
　介護保険料率は1.65％から1.57％に改
定となり、介護保険第2号被保険者（40歳か
ら64歳までの方）は、健康保険料率に介護
保険料率が加わります。
　加入者の皆様の医療と健康を支えるため、
このようなご負担につきまして、何卒ご理解い
ただきますようお願い申し上げます。

新庄・最上の昔話を聴く会開催
◎新庄民話の会 佐藤	 ℡22-6340

渡部	 ℡22-6781

▪対象 昔話に興味のある社会人
▪とき 1回目：3月24日㈯、2回目：4月21日
㈯	いずれも10時〜11時30分
▪ところ 市民プラザ3階第4研修室
▪内容 新庄・最上に伝わる話を中心とした、
新庄民話の会会員による昔語り。
▪参加料 無料
※直接会場にお越しください

平成30年度日本語教室のご案内
◎市民プラザ	 ℡22‐4200

▪対象 日常会話を学びたい外国出身の方
▪とき 4月19日㈭	以降　木曜日全25回、
18時30分〜20時30分
▪ところ 市民プラザ
▪受講料 2,000円（年会費）
※教材は別途料金

オリジナルゆかた講座
◎（一財）民族衣裳文化普及協会

℡0120-029-315

▪対象 成人女性
▪とき 4月12日㈭	開講 以降第2、第4木曜
日（全8回）いずれも10時〜12時
▪ところ （一財）民族衣裳文化普及協会・

山形教室（山形市七日町・会津屋ビル4階）
▪内容 オリジナルゆかたを仕立て、自分で
着て出かけられるようになる。
▪定員 10名
▪受講料 10,000円（ゆかた反物付き）

献血にご協力ください
◎健康課健康推進室	 ℡内線515

▪とき 3月30日㈮	9時30分〜15時30分
▪ところ ゆめりあ花と緑の交流広場

春休みプラネタリウム一般公開
◎教育研究センター	 ℡32-1888

▪とき 3月22日㈭、23日㈮18時30分〜19
時15分
▪ところ 教育研究センター
▪内容 ①今日の星座：自動またはフリー解
説、②南天の星座、③「21世紀宇宙開発」
（ライブラリー番組）
▪申込 3月14日㈬8時30分より電話で受
付開始
▪定員 各回先着40名まで
▪入場料 無料
※事前申し込みが必要です。小学校低学年
以下のお子さんは保護者同伴および内履き
を持参してください。

県立農林大学校研修生募集
◎県立農林大学校研修部	 ℡22-8794

　これから農業を始めようとする方、また新分
野の導入・農産加工に取り組む方を対象に
した研修生を募集します。
▪研修期間 4月〜平成31年3月（1年間）
▪研修先 農業関係試験研究機関、先進農
業経営者、農林大学校など
▪募集コース 新規就農支援研修、農業ビ
ジネス支援研修
▪募集人員 新規就農50名、新分野導入・
農産加工20名　▪受講料 無料
※テキスト・傷害保険・宿泊などの必要経費
は自己負担となります。

GOSALOn（ごさろ）が3月20日㈫で
終了します。ご利用ありがとうございました。

催しなど

平成30年度新庄藩校明倫堂歴史講座
講座内容 と き

仏像を語る 5月11日㈮
野外研修①（県外） 6月8日㈮
戊辰戦争と新庄 7月13日㈮
新庄鉄道発達史 9月14日㈮
野外研修②（市内） 10月12日㈮
受講生による発表 11月9日㈮

※いずれも13時30分〜15時30分（野
外研修は別途案内）、日程・内容は変更と
なる場合があります。
▪受講料 1,500円（年間）
※野外研修のみ別途実費
▪定員 50名
▪申込締切 3月23日㈮	まで
※受講希望者本人がお電話にてお申込
みください。
◎ふるさと歴史センター	 ℡22-2188

第25回新庄さくら歌謡愛好会チャリティーショー
▪とき 4月8日㈰ 開場：10時、開演11時
▪ところ 市民文化会館大ホール
▪内容 ゲスト：鏡五郎、門戸竜二
▪入場料 SS席3,000円、S席2,500
円、自由席2,000円
◎新庄さくら歌謡愛好会・長倉	 ℡23-3866

「きずな写真展」開催のお知らせ
▪展示期間 3月14日㈬〜25日㈰	9時〜22
時 ※20日㈫	は休館、25日㈰	は15時まで。
▪ところ 市民プラザ1階ロビー
▪内容 家庭や地域での人と人のふれあい
写真など「きずな」をテーマにした写真展です。
◎青少年育成市民会議	 ℡29-2345

産直まゆの郷「旧節句祭」
▪とき 3月25日（日）9時〜18時
▪ところ 産直まゆの郷
▪内容 旬の野菜や花、農産物などの販
売。大好評の焼きおにぎり屋台もありま
す。 ※先着200人に花の苗プレゼント
◎産直まゆの郷	 ℡23-5007

1月末現在
の新庄人

�新

�新

�新

�新
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　 イベントや行政案内など
まちの情報を紹介するページです

	 36,300	人	 （36,720人）
　男	 17,290	人	 （17,458人）
　女	 19,010	人	 （19,262人）
世帯数	 13,897	世帯	（13,813世帯）
※（		）は1年前の日本人+外国人の数です。

1月の異動
出生	 18	人	 （18	人）
死亡	 57	人	 （53	人）
転入	 42	人	 （48	人）
転出	 49	人	 （56	人）

SHINJO PUBLIC RELATIONS INFORMATION

市役所窓口の時間外
開設のお知らせ

▪とき 3月29日㈭・30日㈮・4月2日㈪〜
４日㈬	の午後7時まで
3月31日㈯・4月1日㈰	の9時〜正午まで
▪取扱業務（次の業務に限ります）
①市民課 住所の異動手続き（転入・転
出・転居）
②子育て推進課 児童手当の手続き
（児童手当を受給している人が転入・転
出する場合）／子育て支援医療証の交
付手続き（中学校3年生までの児童、未
就学児が転入・転出する場合）
③上下水道課 水道の開栓・閉栓
※上下水道課の業務は上下水道庁舎
で行います。

◆◇◆ご注意ください◆◇◆
●住所異動には、運転免許証など本人
確認資料・印鑑・個人番号通知カード・マ
イナンバーカードをお持ちください。カード
に新しい住所を記載します。
●各種届出を本人と同一世帯以外の人
が行う場合は、委任状が必要になる場
合があります。
●上記の「取扱業務」以外は、後日あら
ためて来庁いただくことになります。事務
取扱時間などを事前に確認してご利用く
ださい。
◎市民課	 ℡内線122
　子育て推進課	 ℡内線544・545
　上下水道課	 ℡23-6111

新庄市空家等対策計画（案）
への意見を募集中

▪対象 次のいずれかに該当する人
市内に住所を有する人、市内に存する
事業所に勤務する人、市内の学校に
在学する人、計画案に利害関係を有す
る人
▪実施期間 3月16日㈮	まで
▪設置場所 市役所、市民プラザ、わくわ
く新庄、萩野地区公民館、八向地区公
民館、市ホームページ
◎都市整備課建築住宅室	℡内線523

平成30年度の国民年金保険料
◎新庄年金事務所	 ℡22-2050
　市民課	 ℡内線133・134

　平成30年度の保険料は月額16,340円
となります。また、前納等による割引は次の
とおりです。2年前納（現金の場合14,420
円割引、口座振替で15,650円割引）、1年
前納（現金の場合3,480円割引、口座振替
で4,110円割引）、6ヶ月前納（現金の場合
800円割引、口座振替で1,110円割引）、口
座振替による早割制度（通常保険料は翌月
末に引き落とされますが、当月末に引き落と
す方法で一月あたり50円割引）。
　今後新たに口座振替を申し込む場合や振
替内容を変更する場合は、手続きの内容や
期日について直接年金事務所にお問い合わ
せください。

後期高齢者医療制度の保険料が変わります
◎健康課国保医療室	 ℡内線517
　税務課課税室	 ℡内線153

　後期高齢者医療制度の保険料率は、医
療費などの推計を基に、2年ごとに見直しを
行っています。
　平成30・31年度の保険料率は、次のとお
りに改定されます。

■保険料率 平成28・29年度 平成30・31年度
所得割率（所得に応じ
て負担する際の率） 8.58% 8.01%

均等割率（加入者全員
が公平に負担する分） 4万1,700円 4万1,100円

賦課限度額（年間
保険料の最高額） 57万円 62万円

　国の制度見直しにより、保険料の軽減特
例が次のとおり変わります。

■保険料軽減特例 平成29年度 平成30年度
均等割保険料の軽減対象の拡充（低所得者の負担軽減）
所得割保険料（加入者本
人の所得額91万円以下） 2割軽減 軽減なし

均等割保険料（職場の
健康保険などの被扶養
者だった方）

7割軽減 5割軽減

　※前年の所得により均等割保険料の軽
減対象に該当する場合があります。

新庄市障がい福祉計画（案）への意見を募集中
◎成人福祉課高齢障害支援室	℡内線548

▪対象 次のいずれかに該当する人
市内に住所を有する人、市内に存する事業
所に勤務する人、市内の学校に在学する人、
計画案に利害関係を有する人
▪実施期間 3月15日㈭〜29日㈭
▪設置場所 市役所、市民プラザ、わくわく新
庄、萩野地区公民館、八向地区公民館、市
ホームページ

障害者の法定雇用率が引き上げになります。
◎ハローワーク新庄	 ℡22-8609

　障害者が普通に地域で暮らし、地域の一
員として共に生活できる「共生生活」実現の
理念の下、すべての事業主には、法定雇用
率以上の割合で障害者を雇用する義務があ
ります（障害者雇用率制度）。
　この法定雇用率が、4月1日から次のように
変わります。

現行 変更後
民間企業 2.0% 2.2%
国、地方公共団体など 2.3% 2.5%
都道府県などの教育委員会 2.2% 2.4%
　なお、4月から3年を経過する日より前に、
更に0.1％引き上げとなり、民間企業の法定
雇用率は2.3％になります。

雪調勉強会
◎雪の里情報館	 ℡22‐7891

▪とき 3月23日㈮	18時〜19時
▪ところ 雪の里情報館
▪内容 「今年度のまとめ」について、研究
家水越啓二さんの講演と意見交換。
▪定員 30名　▪参加費 無料
▪申込締切 3月22日㈭ ※電話にて

第8回「雪調に学ぶ講座」
◎事務局・佐藤	 ℡090-4477-2013

▪とき 3月24日㈯	13時30分〜17時
▪ところ 山屋セミナーハウス
▪内容 講演「私の東北論ー雪害運動をヒン
トに－」　▪講師 結城登美雄氏

▪参加料 1,000円（資料代）

健康保険料率が変わります
◎全国健康保険協会山形支部

℡023-629-7226

　全国健康保険協会（協会けんぽ）山形支
部の健康保険料率を、3月分（4月納付分）よ
り9.99％から10.04％に改定します。
　介護保険料率は1.65％から1.57％に改
定となり、介護保険第2号被保険者（40歳か
ら64歳までの方）は、健康保険料率に介護
保険料率が加わります。
　加入者の皆様の医療と健康を支えるため、
このようなご負担につきまして、何卒ご理解い
ただきますようお願い申し上げます。

新庄・最上の昔話を聴く会開催
◎新庄民話の会 佐藤	 ℡22-6340

渡部	 ℡22-6781

▪対象 昔話に興味のある社会人
▪とき 1回目：3月24日㈯、2回目：4月21日
㈯	いずれも10時〜11時30分
▪ところ 市民プラザ3階第4研修室
▪内容 新庄・最上に伝わる話を中心とした、
新庄民話の会会員による昔語り。
▪参加料 無料
※直接会場にお越しください

平成30年度日本語教室のご案内
◎市民プラザ	 ℡22‐4200

▪対象 日常会話を学びたい外国出身の方
▪とき 4月19日㈭	以降　木曜日全25回、
18時30分〜20時30分
▪ところ 市民プラザ
▪受講料 2,000円（年会費）
※教材は別途料金

オリジナルゆかた講座
◎（一財）民族衣裳文化普及協会

℡0120-029-315

▪対象 成人女性
▪とき 4月12日㈭	開講 以降第2、第4木曜
日（全8回）いずれも10時〜12時
▪ところ （一財）民族衣裳文化普及協会・

山形教室（山形市七日町・会津屋ビル4階）
▪内容 オリジナルゆかたを仕立て、自分で
着て出かけられるようになる。
▪定員 10名
▪受講料 10,000円（ゆかた反物付き）

献血にご協力ください
◎健康課健康推進室	 ℡内線515

▪とき 3月30日㈮	9時30分〜15時30分
▪ところ ゆめりあ花と緑の交流広場

春休みプラネタリウム一般公開
◎教育研究センター	 ℡32-1888

▪とき 3月22日㈭、23日㈮18時30分〜19
時15分
▪ところ 教育研究センター
▪内容 ①今日の星座：自動またはフリー解
説、②南天の星座、③「21世紀宇宙開発」
（ライブラリー番組）
▪申込 3月14日㈬8時30分より電話で受
付開始
▪定員 各回先着40名まで
▪入場料 無料
※事前申し込みが必要です。小学校低学年
以下のお子さんは保護者同伴および内履き
を持参してください。

県立農林大学校研修生募集
◎県立農林大学校研修部	 ℡22-8794

　これから農業を始めようとする方、また新分
野の導入・農産加工に取り組む方を対象に
した研修生を募集します。
▪研修期間 4月〜平成31年3月（1年間）
▪研修先 農業関係試験研究機関、先進農
業経営者、農林大学校など
▪募集コース 新規就農支援研修、農業ビ
ジネス支援研修
▪募集人員 新規就農50名、新分野導入・
農産加工20名　▪受講料 無料
※テキスト・傷害保険・宿泊などの必要経費
は自己負担となります。

GOSALOn（ごさろ）が3月20日㈫で
終了します。ご利用ありがとうございました。

催しなど

平成30年度新庄藩校明倫堂歴史講座
講座内容 と き

仏像を語る 5月11日㈮
野外研修①（県外） 6月8日㈮
戊辰戦争と新庄 7月13日㈮
新庄鉄道発達史 9月14日㈮
野外研修②（市内） 10月12日㈮
受講生による発表 11月9日㈮

※いずれも13時30分〜15時30分（野
外研修は別途案内）、日程・内容は変更と
なる場合があります。
▪受講料 1,500円（年間）
※野外研修のみ別途実費
▪定員 50名
▪申込締切 3月23日㈮	まで
※受講希望者本人がお電話にてお申込
みください。
◎ふるさと歴史センター	 ℡22-2188

第25回新庄さくら歌謡愛好会チャリティーショー
▪とき 4月8日㈰ 開場：10時、開演11時
▪ところ 市民文化会館大ホール
▪内容 ゲスト：鏡五郎、門戸竜二
▪入場料 SS席3,000円、S席2,500
円、自由席2,000円
◎新庄さくら歌謡愛好会・長倉	 ℡23-3866

「きずな写真展」開催のお知らせ
▪展示期間 3月14日㈬〜25日㈰	9時〜22
時 ※20日㈫	は休館、25日㈰	は15時まで。
▪ところ 市民プラザ1階ロビー
▪内容 家庭や地域での人と人のふれあい
写真など「きずな」をテーマにした写真展です。
◎青少年育成市民会議	 ℡29-2345

産直まゆの郷「旧節句祭」
▪とき 3月25日（日）9時〜18時
▪ところ 産直まゆの郷
▪内容 旬の野菜や花、農産物などの販
売。大好評の焼きおにぎり屋台もありま
す。 ※先着200人に花の苗プレゼント
◎産直まゆの郷	 ℡23-5007

1月末現在
の新庄人

�新

�新

�新

�新
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しんじょしラボ「特別研究員」より

　１年間ご縁をいただき、「しんじょし」の実態を探ってきまし
た。これまで出会ってきた女性たちに共通する点はたったひと
つ、みんな「良い笑顔」の持ち主だったということです。生ま
れも育ちも地元という女性もいれば、結婚や出産、パートナー
の仕事の転勤がきっかけなど、新庄で暮らす理由はそれぞれで
す。理由はどうであれ、今、新庄で暮らしているという現実と
ポジティブに向き合い、自分や家族の暮らしをより楽しもうと
している女性が多いことに感動すら覚えまし
た。家族や地域との関わりが深いことが新庄
の良さという声が多かったことも印象
的です。結婚や出産、子育て、
親の介護など、女性の一生に
はたくさんの転機が訪れます。
その時々を、新庄で精一杯過
ごしていこうとする姿に元気
をもらいました。こんなに良い
笑顔の女性たちが子育てをしてい
るのだからと、つい次世代「しんじょ
し」たちの明るい未来を想像して、
思わず笑みもこぼれてしまいます。
（佐藤　亜希子）

文字を

見やすく
しました

モリサワユニバーサル
フォントを使用しています。

女性の女性による女性のための新庄暮らし研究所

しんじょし交流会
研究結果の発表

レポート No.12

ID＠tee7591w
LINEの友達追加から
「ID検索」または
「QRコード」で登録して
ください！

子育て相談お受けしています。

婚活イベントやセミナー
の開催など、最上地域の
独身男女の結婚を
サポートしています。

http://love-action.jp/

婚活に関する情報を紹介しています。

最上広域婚活実行委員会

－ ラブアクション －市では結婚活動や子育てに関する相談をお受けして
います。お気軽にご相談ください。
◦結婚活動支援に関すること
　　市役所総合政策課企画政策室　℡内線234
◦子育てに関すること
　　市地域子育て支援センター　℡22-5115
　　　（本町4-33こらっせ新庄4Fわらすこ広場内）

１年間をまとめた冊子ができました！ 研究報告！

　新庄で暮らす女性の暮らしを発信するために、「しんじょしラボ」
は1年間活動を続けてきました。交流会の開催や、しんじょした
ちの生活実態のアンケート調査、それらの意見の編集、データ
化など。市報では交流会の開催報告を行いながら、女性の編集
チームが定期的に打ち合わせを重ね、蓄積したデータを冊子に
まとめあげました。それが「yell」です。子育て世代は家事に仕
事に忙しく、なかなか外に向けた表現の機会がありません。都
会的な生活とはまた違う、地方での生き方。ライフステージご
とに目まぐるしく変わる女性の立ち位置。その中でも新庄での
暮らしに焦点をしぼり、「これ新庄ならではだよね」「新庄あるある」
といった生活のリアルを詰め込みました。楽しいことも大変なこ
とも、同じ地域に暮らしていれば共感できることはたくさんあ
るはずです。
　これから新庄で結婚生活を送る若い世代に向けて制作した冊
子ではありますが、幅広い世代に読んでいただき、現代を生き
る若者たちにエール（yell）を送っていただければ幸いです。
（yell編集・執筆：小嶋可那子）

　今年度、市報では「しんじょしラボ交流会」の様子をダイジェス
ト版として連載してきましたが、この度、それらをまとめた冊子
「Yell（エール）新庄の女性を応援する暮らしナビ」が完成します。
（３月下旬に発行予定）ほかにも、市内の子育て世代の女性を対
象としたアンケートの結果や先輩ママからのメッセージ、市内の
結婚事業者・子育て支援施設の紹介など新庄での結婚・子育て
に関する情報をたくさん載せています。市内で冊子を見かけた
際は、ぜひ手にとってご覧ください。この冊子が、これから結
婚・子育てをしていく若者たちへのYellになってくれることを願っ
ています。
　この冊子を制作するにあたり、子育て中の時間をやりくりし
て交流会に参加してくださったママさんや「ジモト大学」で来てく
れた高校生の皆さん、アンケートに答えてくださった市内のたく
さんのママさん、保育所や幼稚園の先生方など、多くの方のご
協力をいただきました。本当にありがとうございました。

発行日：平成30年3月00日　発行元：新庄市　編集：小嶋可那子事務所　印刷・製本：共栄印刷株式会社
問い合せ先：新庄市総合政策課　新庄市沖の町10番37号　TEL 0233-22-2111（代表）　FAX 0233-22-0989
E-mail seisaku@city.shinjo.yamagata.jp
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